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1.背景と目的 

 

本稿は，独自の図書館アプリを企画し，その魅力を伝え，各図書館でアプリを使っ

てもらうことで，全体的に図書館の利用者を増やすことができるような提案をするこ

とをねらいとして取り組んだゼミ活動の報告である。 

コロナ禍による緊急事態宣言の発令などにより，数度にわたって図書館や学校の休

業が起こった。休業したことで，図書館サービスのオンライン化が遅れていることも

明らかとなった。 

また，図書館利用者の減少や，地域によっては図書カードを持っている人（利用登

録者）が少ないという問題も以前から指摘されている。こうした問題に対しては，近

年では，カフェや保育施設，市役所などと公共図書館を複合施設化するなど，新規利

用者の獲得と利用者へのサービス向上が行われている。 

2019 年 12 月には文部科学省から「GIGA スクール構想」が発表され，学校教育の

デジタル化を推進しようとしている。この構想は，小学校，中学校の児童生徒１人 1 

台タブレット化を主として，「多様な子供たちに最適化された創造性をはぐくむ教育」

の実現を目指そうとするものである。 

こうした動向のなかで，図書館（公共図書館，学校図書館）におけるサービスのデ

ジタル化も待ったなしといえる。 

 

 

2.方法 

 

 まず，図書館で使われるアプリに関するアンケートを行う。アンケートは，Google フ

ォームで作成し，主に図書館関係者に回答に協力していただき，現状とアプリ内に必要

なものを明らかにすることとした。アンケートは，2021 年 8 月～9 月にかけて実施し

た。 

このアンケートの結果をふまえて，図書館アプリの企画を検討，提案していく。 
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3.アンケートの結果と考察 

  

まず，アンケートの結果を報告する。アンケートの回答総数は 52 人であり，うち図

書館関係者は 39 人であった。 

 

3.1 既存アプリの現状と認知状況 

既存の図書館アプリの存在を知らない人が圧倒的に多かった。知られていない理由と

して，アプリ整備予算の不足，ホームページで十分，知名度の低さなどが挙げられる。 

まず，図書館の予算が少ないなかで，費用対効果の観点から，新たにコストがかかる

可能性のあるアプリは導入されるところまで至っていないと考える。また，ホームペー

ジで十分という点については，アプリだからできることや，アプリだからこそのメリッ

トが見えにくいという課題が背景にありそうである。さらに，回答者に図書館関係者が

多い今回のアンケートでも，既存のアプリの存在を知っている人は 3 割を切っている。

アプリを活用しようとする場合，知名度の向上も課題となるだろう。 

なお，現時点で存在する図書館に関連するアプリとしては，「e-Lism」，「My 読書ノー

ト」などがある。 

 

3.2 アプリの必要性と期待 

現状に対する認識は 3.1 の通りであるが，今後，図書館アプリが必要だと思う人は 8

割強にのぼった。 

その理由として，若い世代や現役の司書の方からは「図書館利用者の増加」への期待

があることがわかった。ほかにも，デジタルならではのコンテンツの提供や，図書館以

外との連携，感染症拡大防止なども期待されていた。 

また，アプリは，図書館利用者だけでなく，運営側としても事務作業の省力化，ボラ

ンティアの人々などとの交流・情報共有などでの活用も期待されていることがわかった。 

 

3.3 アプリ企画へのアドバイス 

アンケートでは，図書館アプリを新たに企画するにあたってのアドバイスもうかがっ

た。主な意見として，「図書館アプリの利用者によってアプリの内容も変わるだろう。ま

た，セキュリティ問題は考えるべきである。」，「楽しんで続けられるコンテンツ」，「予算

と内容の兼ね合い」などがあげられた。 

 

3.4 アンケートの考察 

アンケートの結果から，今後，図書館アプリが必要と考える人は多いことがわかった。

そこには，利用者増加への期待も高いことがわかった。 
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次に，アンケートの結果をふまえて，図書館アプリの企画を検討し，提案していきた

い。 

 

 

4.図書館アプリ企画の提案 

 

4.1 図書館アプリの定義 

本稿でいう「図書館アプリ」とは，次の 2 種類を指す。 

（1）誰もが使える図書館利用者向けコンテンツが入った専用ソフトウェア。利用者は

スマートフォンなどのモバイル端末にインストールして利用する。 

（2）司書が図書館の事務作業に用いるパソコン内にインストールできる図書館事務作

業と利用者支援を連携する専用ソフトウェア。 

なお，ここでいう図書館は，主に，公共図書館，学校図書館，大学図書館を想定し

ている。 

 

4.2 図書館アプリのメリット 

今回，筆者らが図書館アプリを企画することによるメリットは 5 つあると考えてい

る。 

1 つめは，アプリ化することで，図書館のホームページでいちいち検索しなくても即

時的に情報を得ることができる。ホームページへ行き，調べるという手間を一段階減

らすことができる。 

2 つめは，ホームページでは提供が難しいようなコンテンツを提供できる。例えば，

読書通帳機能，メールに依らない通知機能などを挙げる。 

3 つめは，主にスマホの操作に慣れている若い世代向けに作ることで，若い世代の読

書活動の活性化に寄与できる。 

4 つめは，図書館のデジタル化に貢献できると考える。感染症拡大防止や提供する情

報の一元化も期待できる。 

最後に 5 つめとしては，事務作業も効率的になると考える。情報の一元化に伴い，

確認等がしやすくなると考える。 

 

4.3 図書館アプリで提供するサービス・コンテンツ 

ポイントとして，「操作性」，「ゲーム性」，「利便性」を挙げる。 

コンテンツの内容を簡潔に述べれば，蔵書検索，蔵書や席などの予約・取り寄せ，

お気に入り登録，読書通帳機能や電子図書館機能との連携，館内の混雑状況や返却期

限のお知らせ，お気に入り保存，プッシュ通知，利用ガイダンス，レファレンス依

画像電子学会 第50回ＶＭＡ研究会/第16回 視覚・聴覚支援システム(VHIS)研究会 

51



頼・回答，関連アプリとの連携，ボランティア活動情報，オンラインイベント，最新

情報，図書館の基本情報，管理機能などである。 

これらのコンテンツのうち，どれを採用するかはアプリを導入する図書館ごとに選

べるようにする。導入にかかる費用は，コンテンツ内容や数により変えることができ

るようにすれば，より導入してもらいやすくなると考える。また，予算状況に応じ

て，コンテンツは後から増やすことも減らすこともできるようにしたい。 

なお，本稿はあくまで企画を提案するものであるため，ここにアプリの開発方法ま

でを具体的に示すことはしない。 

 

4.4 図書館アプリの広報 

広報の方法は 2 つあると考える。図書館関係者に対しては大きな図書館関連やアプ

リ関連のイベントへの出展である。また，アプリを導入した図書館の利用者に対して

は SNS などをうまく活用することが主要ターゲートである若い世代には有効であると

思われる。 
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